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日本共産党議員団の法律相談 

次回は７月１２日です。 
午後１時  （要予約）                        

日本共産党平塚市議会議員団 
電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１ 平塚市議会控室 
 

No.９８６  ２００８年７月６日発行  

上
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
電
話
に
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

後期高齢者医療制度の 

廃止等を求める請願が 

平塚市議会では「不採択」 

この「後期高齢者医療制度の廃止等を求める請願」は「平塚地域社会保障推進協議

会」から提出されたものです。 
請願の主旨は、「４月から始まったこの制度は、７５歳以上の高齢者を『後期高齢

者』と差別的に区分し、保険料を年金から天引きする、収入の少ない人からも保険料

を徴収し、払えなければ保険証をとり上げる。さらに年齢で区切って差別医療を行う

という世界に例のない過酷な制度であり、この制度の廃止を国や関係機関に働きかけ

るとともに、意見書を上げてほしい。また、制度が継続している間は、国県市に財政

措置を求め、保険料の軽減を図ってほしい」というものです。 
 
与党内でも、この制度自体の問題を指摘する声は 

強く、地方においては自民党議員先頭に廃止を求め 
る意見書を提出している議会も数多くなっており、 
全国では、すでに後期高齢者医療制度の中止・撤回 
等を求める地方議会の意見書採択数が、６月１９日 
現在、５８６議会にもなっているところです。 
 

 

 
こうした多くの批判の中で、次々と見直しが行われていますが、問題の根本

である「高齢者差別」という点をそのままにしての見直しでは何の解決にも

なりません。 
新聞各紙の世論調査でも、「評価しない」と答えた人は７割を超えるなど、

世代をこえて国民の圧倒的多数が批判を高めています。全国の都道府県医師

会のうち６割以上が反対や批判の態度を表明するなど、医療関係者からも反

対や中止を求める声がひろがっています。 
環境厚生常任委員会では、この請願に対し湘南民主クラブ、市民派の会、

共産党の３名が賛成、平塚クラブ（２名）と公明党の計３名が反対し、同数

のため「委員長採択」で「不採択」となりました。 
議会最終日、松本敏子議員は、「すでに国会で野党４党が提出した廃止法

案が、参議院で賛成多数で可決しており、平塚市議会においても、市民の健

康・医療・暮らしを守る観点からも是非この請願を採択してほしい」と訴え、

この請願に賛成の討論を行いましたが、反対多数で不採択となってしまいま

した。 

 

小児医療費助成制度の拡充を求める請願 

「不採択」に 
この請願は、「新日本婦人の会平塚支部」から 

提出されたもので、「小児医療費の所得制限をなくし 
てほしい」そして「対象年齢を小学校６年生まで拡充 
してほしい」というものです。 
 
乳幼児は、病気にかかりやすく、病気の早期発見・ 

早期治療を保証する医療費の助成制度の意義は極めて 
重要になっています。 
いま、国・県の見直しに合わせ、県内の多くの自治体で小児医療費助成の

拡充が進められており、藤沢市や海老名市、山北町、中井町、清川村などで

は、小児医療費の無料化が小学校６年生まで拡充され、所得制限もありませ

ん。 
 子育て支援策として、世帯への負担軽減は重要な施策であり、所得制限の 
撤廃・助成対象年齢の引き上げへの市民の声は切実であり、早期に実施すべ

きという立場から松本敏子議員が討論しました。 
しかし、反対多数で否決されました。 



 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                

２００８年６月議会における会派の態度 

          
2 名 12 6 5 2 1 1 1 

議    案 ・ 請   願 結果 日本共産

党 

平塚クラ

ブ 

湘南民

主 
公明党 

市民派の

会 

無所属

（高） 

無所属

（江） 

神奈川ネッ

ト 

平塚市勤労会館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
平塚市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
平塚市体育施設及び学校運動場夜間照明施設の設置 

及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

工事請負契約の締結について 

〔土屋地区汚水処理施設建設工事（土木・建築）〕 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

工事請負契約の締結について〔中原公民館新築工事（建築）〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
工事請負契約の一部変更契約の締結について 

〔東部ポンプ場改築工事（環境対策その２）〕 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

神奈川県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についての協議について 可決 ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 
平成２０年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
学級規模の縮小・弾力化、３０人以下学級などの実現を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
豊かな教育を実現するための教育予算増額を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
現行義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
神奈川県最低賃金改定等についての意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
相模川流域下水道事業計画・寒川平塚幹線の計画中止を 

求める意見書の提出を求める請願 
不採択 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ 

後期高齢者医療制度の廃止等を求める請願 不採択 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● 
小児医療費助成制度の拡充を求める請願 不採択 ○ ● ● ● ○ ● ○ ● 
神奈川県放課後児童健全育成事業の県費補助について 

県知事に意見書の提出を求める請願 
趣旨採択 ―  ― ―  ―  ― ―  ―  ―  

政治への個人寄付を拡げるため、租税特別措置法の 

改正を求める意見書の提出を求める請願 
継続審査                 

 

平
塚
市
の
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

特
別
便
が
届
い
て
か
ら
、
連
日
問
い
合
わ
せ

の
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。 

普
段
の
年
金
の
手
続
き
や
問
い
合
わ
せ
で

訪
れ
る
数
は
、
月
に
平
均
４
～
５
千
人
。
と

こ
ろ
が
、
特
別
便
の
相
談
が
は
じ
ま
り
、
３

月
か
ら
は
毎
月
、
特
別
便
の
相
談
件
数
の
ほ

う
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

５
月
・
６
月
は
、
そ
の
数
は
ピ
ー
ク
に
達
し
ま

し
た
。
土
日
は
朝
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

普
段
の
日
は
夕
方
７
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

 

社
会
保
険
事
務
所
の
問
題
と
は
い
え
、
今
の

職
員
が
怒
鳴
ら
れ
、
責
任
を
追
及
さ
れ
、
解
決

す
る
た
め
の
人
員
も
保
障
さ
れ
ず
、
手
作
業
で

計
算
す
る
し
か
な
い
中
で
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の 

年金特別便が届いて 

平塚市 社会保険事

務所では・・・ 

 
公
民
館
を
利
用
す
る
「
受
益

者
」
は
「
地
域
」
で
あ
る 

平
塚
市
社
会
教
育
委
員
会
議

が
平
成
１
８
・
１
９
年
度
の
２

年
間
に
わ
た
り
、
平
塚
市
の
公

民
館
の
在
り
方
を
検
討
し
、

「
提
言
書
」
を
ま
と
め
上
げ
ま

し
た
。 

そ
れ
に
は
「
平
塚
市
の
地
域
公

民
館
（
２
５
館
）
は
、
生
涯
学

習
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

地
域
で
の
『
ま
ち
づ
く
り
』

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
』
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
市
全
体
の
『
ま
ち
づ

く
り
』
の
骨
格
と
も
な
り
う
る

も
の
で
あ
る
。 

（
略
）
『
人
づ
く
り
』
『
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
』
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
に
対
す
る
平
塚
市

の
強
い
姿
勢
と
し
て
『
原
則
無

料
』
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
。
」

と
し
、
「
『
受
益
者
は
地
域
で

あ
る
』
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢

の
も
と
、
そ
の
中
心
的
存
在
で

あ
る
公
民
館
を
す
べ
て
の
地

域
住
民
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ

う
。
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。 

中原公民館の新築工事いよいよ着工 

総
事
業
費
４
億
７
４
０
０

万
円
余 中

原
公
民
館
は
、
昭

和
４
７
年
に
建
築
さ
れ

す
で
に
３
６
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
老
朽
化
と

施
設
の
狭
隘
（
き
ょ
う

あ
い
）
化
が
課
題
に
な

っ
て
い
た
中
原
公
民
館

は
、
い
ま
ま
で
の
建
物

面
積
は
４
３
０
平
方
メ

ー
ト
ル
で
し
た
が
、
新

し
い
公
民
館
は
９
２
７

平
方
メ
ー
ト
ル
と
２
倍

以
上
に
な
り
ま
す
。 

見
切
り
退
職
や
病
気
休
暇
も
出
て

き
て
い
る
と
職
員
は
憂
い
て
い
ま

す
。 

人
員
減
ら
し
、「
日
本
年
金
機

構
」
と
い
う
民
間
に
任
せ
る
？ 

今
後
の
計
画
で
は
、
人
員
を
四

割
も
削
減
し
、
大
規
模
な
民
間
委

託
を
す
す
め
る
な
ど
、
年
金
記
録

問
題
の
め
ど
も
立
た
な
い
ま
ま
、

記
録
管
理
の
公
的
責
任
を
投
げ
捨

て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
民
間
任

せ
は
、
公
的
年
金
制
度
を
危
機
に

陥
ら
せ
る
も
の
で
す
。 

（
Ｍ
） 

 

 


